
こども服こうかん会 

▶日時   10／24(火)10:40～12:30 
               （入退室自由・再入場可） 

▶場所  はらっぱ館【山形市みはらしの丘2-32】 

▶駐車場 無料 
▶参加費 100円（服を持ち帰る方のみ）             
▶対象のもの※詳しくは裏面をご覧ください 

 【秋冬もの】のこども服（60cm～130cm程度） 
 帽子、靴、マタニティウェア   

主催 お母さん業界新聞山形支部 
お問合せ   okaasan.univ.yamagata@gmail.com 
    https://www.facebook.com/okaasan.yamagata/ 

協力 こどもぐみ（村山市） 

まだまだ着られるのに捨てるなんてモッタイナイ 
これから必要になる方へゆずり 
そして自分も持って帰れるイベントです 
交換したいひと あげたいひと もらいたいひと 
みーんな集まれ！ 

FB メール 

     お子様連れでお気軽にどうぞ 
 ☆キッズスペース（木のおもちゃ体験できます） 
 ☆館内におむつ替え・授乳スペース 
  飲食スペースあり 



あげたいひと 
●お友達にあげる感覚でお持ちください 
 （名前が書いてあってもOK） 
●洗濯をしてお持ちください 
●当日”あげたいもの”を持って受付をお願いします 
●ご持参いただいた服をご自身で会場内に並べたあとは 
 自由に他のお洋服をご覧いただき、お好きな物をお持ち帰りください 
 （お持ち帰りいただく場合のみ、参加費をお支払いください） 
●ご帰宅の際、持参したお洋服が残っていた場合は、そのまま    
    置いて行かれても、お持ち帰りいただいても、どちらでも結構です 
 
＜最後まで残ったお洋服について＞ 
途上国や育児施設への寄付、 
一部はリサイクルショップに引き取ってもらう予定です。 
お金が発生した場合、今後の活動資金として活用させていただきます。 

「こうかん会」ですが「もらうだけ」もOK！ 
●もらう服があれば受付にて参加費をお支払ください 
●マイバッグをお持ちください 
●何点でも参加費は変わりませんが、 
    ご自分のお子さんに今必要な分だけ、お持ち帰りください 

もらいたいひと 

           とは 
新聞を作り・配り・読んでもらい・イベントを開催することで 
お母さん同士のつながりを作ります。 
最大の目標は、山形の孤独な育児をなくすこと。 
 
「山形版」は、2016年8月に創刊。”孤”育てをしていた県外出身の私が、 
「山形に『ママ友』じゃなくて『自分の』友達がほしい！」という思いから始めました。 
当初はたった一人30部からのスタートでしたが、2017年10月現在、仲間はどんどん増え、 
500部までに成長しました。子育て支援センター等に設置しています。 
半分趣味・半分ボランティア。仕事でやっているのではありません。 
専業ママ・ワーキングマザー、どなたでも参加可能。  
お母さんだからできる「お母さん同士の支援」を皆で一緒にやりませんか？ 
まずは毎月初旬に行う「新聞を折りながらのおしゃべり会」に遊びに来てください♪  
                                    山形版編集長 多田理恵 


